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A Journal of Scientific Presentation Contest for Schoolchildren 
 

   令和７年度（2025 年度）10 月開催 

 

「第 10 回小・中学生理科研究プレゼンテーションコンテスト」 

 

トップガン教育システム協議会が主催する第 10

回 小・中学生理科研究プレゼンテーションコン

テスト は、令和 7 年 10 月 26 日（日）10 時 00 分

～16 時 30 分の日程で、「浜松科学館みらい～

ら」1 階ホールおよびフロアにて開催されまし

た。本年度も、浜松科学館 秋の企画展「科学の

学園祭」（10/4～26）の最終日を飾る形で開催す

ることとなり、発表者や、発表者を支えてくださ

った関係者の皆様、各市町の学校関係者の皆様の

みならず、浜松科学館を訪れた一般来場者の皆様

にも、コンテストをご覧いただくことができまし

た。また当日には、静岡大学 二又理事より発表

者への励ましの言葉をいただいたほか、プレゼン

ターには協賛企業を代表する皆様にお越しいただ

きました。  

 

○プレゼンテーションコンテストとは？○  

理科の研究に興味をもって取り組んでいる静岡県西部地区の小・中学生が、夏休み

の自由研究や科学部の研究などでの成果を披露し、研究内容や発表技術を競います。

発表形式には口頭発表、ポスター発表の２通りがあり、小学生の部、中学生の部のそ

れぞれにおいて審査を行います。また、優秀と認められた作品については当日中に表

彰し、多くの参加者の前でその健闘を称えます。本年度は小・中学生の部合わせて 62

題の研究の応募がありました。一次審査の結果、その内 38 題の研究が決勝大会へ招

待され、口頭発表、ポスター発表のそれぞれの発表形式において、研究内容と発表技

術を競うこととなりました。 

 

活動レポート 



2 

・口頭発表については、午前の部と午後の部に分かれ、5分間の発表と、2分間の質 

疑応答を行いました。 

・ポスター発表については、70 分の発表時間中に、ポスターの前に足を止めた参観 

者へ 10 分程度の説明と質疑応答を行いました。口頭発表、ポスター発表のいずれ

の発表形式においても、小・中学生、個人・グループの別なく、熱のこもった発表

が行われていました。以下は、当日行われた発表のようすの一部です。 

 

＜当日の様子 写真＞  

 

＜口頭発表のようす＞ 

   浜松市立雄踏小学校 有薗 朋希 さん                   磐田市立磐田第一中学校 山田 主哉 さん 

 

＜ポスター発表のようす＞ 

    浜松市立中郡小学校 袴田 知生 さん             浜松学芸中学校・高等学校 平塚 菜那 さん 
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○当日の発表プログラム○ 
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 只今ご紹介いただきました、静岡大学の二又と申します。 

 皆さん、おはようございます。 

 まず、第 10 回小中学生理科研究プレゼンテーションコンテストが節目の 10 回を迎

えられたことを、大変嬉しく思います。この継続は、企業や金融機関の皆様、浜松

市、そして静岡県西部の教育機関のご協力の賜物です。関係者の皆様に心より感謝申

し上げます。また、お忙しい中お越しいただいた来賓の審査員の先生方にも御礼申し

上げます。 

 小中学生の理科への理解を深めることと、地域の活性化は密接に結びついていま

す。教育の成果は短期間では現れません。だからこそ、このような地道な取り組みが

非常に重要だと考えています。 

 小学生・中学生の皆さん、「わからないことに挑戦する」というのは本来とても楽

しいことです。しかし、時には“わからない＝自分には向いていない”と否定的に捉え

てしまうこともあるでしょう。でも、サイエンスとは、わからないことを知りたいと

いう気持ちから始まり、それを未来の誰かの役に立てたいという思いにつながるもの

です。その気持ちを、ぜひ大切にしてほしいと思います。 

 また、英語で“ディスカッション”と言いますが、これは単なる討論ではありませ

ん。自分と相手のアイデアを理解し合い、より良いものへと高めていくためのやりと

りです。他の人の発表を聞き、「そんな考え方があるんだ」「自分はこう思うけれ

ど、あなたはどう思いますか」と意見を交わすことが、自分自身を成長させ、相手の

成長にもつながります。 

 サイエンスはワクワクするものです。そして、それはみんなを良い方向へ導く力を

持っています。私自身もその気持ちを大切にしていますし、皆さんにもぜひその心を

持って取り組んでほしいと思います。 

 今日のような大きな舞台で、大人の前で発表するのはとても緊張することだと思い

ます。しかし、その中でも自分が「面白い」と感じたこと、ワクワクしたことをぜひ

伝えてください。その気持ちは必ず聞いている人に届きます。 

 本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

国立大学法人静岡大学 理事・副学長 二又 裕之 

  

理事のお話 
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○コンテストの結果について○ 

 コンテスト終了後、当日中に審査・集計を行い、下記 24 件の賞について受賞者を 

決定、表彰を行いました。また、科学部活における理科研究の指導等による理科教育

の充実に貢献した優秀指導者１名について、トップガン教育システム協議会会長より

表彰していただきました。 

 

最優秀賞 口頭・ポスター発表を通して優れた内容を巧みに伝えた最も優れた発表 

 
（小学生の部）浜松市立中郡小学校 ６年 袴田 知生 さん 

 

 
（中学生の部）浜松学芸中学校・高等学校 中２年 平塚 菜那 さん 
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静岡大学長賞 口頭発表において、伝え方に工夫を凝らした極めて優れた発表 

 

 
（小学生の部）浜松市立雄踏小学校 ６年 有薗 朋希 さん 

 

 
磐田市立磐田第一中学校 ２年 山田 主哉 さん 
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浜松医科大学長賞 ポスター発表において、伝え方に工夫を凝らした極めて優れた発表 

 

 

（小学生の部）静岡大学教育学部附属浜松小学校 ６年 

 小川 晃 さん、竹下 史花 さん、土井 龍之介 さん、 

伊熊 梨紗 さん、松田 真明 さん 

 

 

 

（中学生の部）袋井市立袋井中学校 ２年 鈴木 美玲 さん 
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トップガン教育システム協議会長賞 口頭発表において、内容が特に優れていた発表 

 

 
（小学生の部）浜松市立雄踏小学校 ６年 飯田 明香里 さん 

 

 
（中学生の部）静岡大学教育学部附属浜松中学校 ２年 朝比奈 遥杜 さん 
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浜松科学館長賞 ポスター発表において、内容が特に優れていた発表 

 

 

（小学生の部）静岡大学教育学部附属浜松小学校 ６年 花山 礼 さん 

 

 

（中学生の部）磐田市立磐田第一中学校 １年 山﨑 萌香 さん 
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企業特別賞 

浜松いわた信用金庫特別賞 発表した研究が発展し、より大きな活力を生み出すことを期待する発表 

 

（小学生の部）袋井市立袋井西小学校   ５年 川村 愛莉 さん 

（中学生の部）浜松学芸中学校・高等学校 １年 琴野 遥香 さん 
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企業奨励賞  

・須山建設㈱奨励賞 観測・測定などの研究手法を工夫し、その技術に磨きをかけた結果を示した発表 

 
袋井市立袋井中学校 ２年 𡈽屋 心那 さん 

 

・丸八不動産㈱奨励賞 地域の活性化に結びつく可能性を秘めた柔軟な発想がみられた発表 

 

袋井市立袋井南小学校 ６年 朝比奈 佐弥 さん 
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・ソミックグループ奨励賞 発表者の夢が未来に実現することが期待できる挑戦的な発表 

 
浜松市立麁玉中学校 １年 平田 楓奈 さん 

 

 

・㈱第一印刷奨励賞 将来のなでしこ力が期待できる優れたレイアウトの工夫がみられた発表 

 

静岡大学教育学部附属浜松中学校 ３年 柴田 千歳 さん 
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・㈱丸八奨励賞 快適で豊かな生活の向上に貢献する研究に発展することを期待する発表 

 

静岡大学教育学部附属浜松中学校 ３年 大石 康介 さん 

 

 

・㈱ヤマザキ奨励賞 成果の蓄積をさらに発展される強い意欲がみられた研究 

 

静岡大学教育学部附属浜松中学校 １年 内田 大智 さん 
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・㈱アーシス奨励賞 循環型社会の構築に結び付く成果がみられた研究 

 

浜松市立麁玉中学校 ３年 川口 煌太 さん 

 

 

・日研フード㈱奨励賞 日々研究を積み重ねることで得られた成果がみられた研究 

 
浜松市立中部小学校 ５年 戎谷 勇人 さん 
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・やまと興業㈱奨励賞 世界に一つしかない独創的な技術の芽生えが見られた研究 

 
静岡大学教育学部附属浜松小学校 １年 内藤 大智 さん 

 

・静岡銀行奨励賞 地域に夢と豊かさを広げる成果への発展が期待できる研究 

 
静岡大学教育学部附属浜松中学校 

３年 岡本 凛子さん、大石 康介さん、柴田 千歳さん、田村 綾那さん、村松 美緒さん、 

   山本 愛音さん、渡辺 柊さん 

２年 朝比奈 遥杜さん、渥美 啓太郎さん、落合 晃馬さん、影山 真歩さん、 

   柏木 千依さん、小林 幸來さん、水野 賢人さん、渡瀨 桜介さん、渡邊 咲来さん 

１年 秋口 颯咲さん、奥井 理央さん、栗田 純成さん、澤渕 柊哉さん、清水 凰雅さん、 

   杉田 児次朗さん、高田 千咲さん、松島 颯汰さん、村岡 隼さん、山田 蒼人さん 



16 

・浜松委托倉庫㈱奨励賞 新たな科学技術を追求し社会に貢献する意欲がみられた研究 

 

磐田市立磐田西小学校 ６年 伊藤 麻歩 さん 

 

・日管㈱奨励賞 人と環境に優しい技術に結びつく成果がみられた研究 

 

静岡大学教育学部附属浜松中学校 ２年 伊藤 祐夏 さん 
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・浜松倉庫㈱奨励賞 時代の変化に対応する成果への発展が期待できる研究 

 

     静岡大学教育学部附属浜松中学校 ２年 落合 晃馬 さん 

                 

    

・㈱丸倉奨励賞 モノや人の動きを向上する成果への発展が期待できる研究 

 

浜松市立天竜中学校 ２年 杉山 碧 さん 

 



18 

・㈱谷島屋 科学部において協力した活発な探究が高く評価される活動の報告 

 

 

浜松市立三方原中学校 ２年 平山 陽斗 さん、加藤 誠人 さん             
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ヤマハ特別賞 ヤマハ審査員の独自審査による表彰 

 

（小学校の部）浜松市立中郡小学校 ６年 袴田 知生 さん 

 

 

（中学校の部）磐田市立磐田第一中学校 １年 山﨑 萌香 さん 
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トップガン奨励賞 独創的な研究を伝えたことに対する表彰 

 

 
静岡大学教育学部附属浜松中学校 

 １年 瀬戸 海優 さん、樋口 采世 さん、漆畑 綾乃 さん 

 

 

 

 
静岡大学教育学部附属浜松中学校 １年 奥井 理央 さん 
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浜松市立富塚中学校 ３年 内山 颯人 さん 

 

 

 

 
袋井市立袋井中学校 １年 小峰 睦久 さん 
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静岡大学教育学部附属浜松中学校 ３年 内山 楓雅 さん 

 

 

 

 
静岡大学教育学部附属浜松中学校 

 ２年 大西 詠子 さん、冨樫 愛結花 さん、伊藤 佑夏 さん、廻 陽菜子 さん 
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静岡大学教育学部附属島田中学校 ３年 

 前田 杏 さん、武谷 圭将 さん、石塚 文人 さん、秋野 幹人 さん 

谷坂 優 さん、矢部 秀馬 さん、濱子 日来 さん、松島 漣 さん 

 

 

 
浜松市立三方原中学校 ３年 安間 祐太 さん、細川 大誠 さん、南沢 優輝 さん 
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浜松市立入野中学校 

  ２年 影山 聖 さん、今川 誠也 さん、横西 隼己 さん、古橋 浬一 さん 

  １年 竹山 健太郎 さん 

 

 

 

 
浜松市立入野中学校 

 ２年 齊藤 琉稀 さん、坂口龍之介 さん、 

 １年 大手 水羽 さん、西川 琴乃 さん、天城 ゆり さん 

 ３年 細井  晴仁 さん、島田 優人 さん、後藤  あみ さん、小田 木康晃 さん 

    藤田 咲希さん 
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優秀指導者賞 理科研究の指導に貢献した指導者 

 

   （受賞者）静岡大学教育学部附属浜松中学校 教諭 中澤 祐介 先生（右） 

（プレゼンター）トップガン教育システム協議会  会長 木村 雅和 先生（左） 
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講  評 
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最優秀賞受賞者の感想 


